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簡易操作説明

機能説明書マニュアルの内容

HART コミュニケ－タ取扱説明書に、装置に関する詳細が記載されています。 すべてのタイプの機器 (FMU 40/41/42/43)
およびすべての通信方式を考慮しています。

取付、配線、トラブルシューティング、保守に関する情報は、各機器に付属する以下のドキュメントに記載されて
います。

• BA 237F (HART)
• BA 238F (PROFIBUS-PA)
• BA 239F (Foundation Fieldbus)

上記のドキュメントは、2 枚目の ToF Tool CD-ROM "Device Desriptions + Documentation" にも収録されています。

* ToF Tool : 準備中
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

く ださい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 使用上の注意

機器機能の説明にア ク セスする為の様々な拡張機能又は、 パラ メ ーター入力方法など
があ り ます。

1.1 機能説明を捜し出す為の一覧表の使用

（" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定、 " ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ " ； 安全設定、 等） などすべての機能が一覧表
なっています。 こ の一覧表を索引 と し て使用する事によ り それぞれの機能に対し て さ
らに く わしい説明をご らんいただけます。
3 ページの一覧表 （目次）

1.2 機能説明を捜し出す為の機能メ ニューの図式の使用

このガ イ ド は機能グループの先頭から希望される的確な機能説明へと導 く 様に作られ
ています。

使用でき るすべての機能グループ と 機器の機能が一覧表に図式化されてます （11 ペー
ジを参照）。 希望される機能グループも し く は機能をお選び下さい。 この図式を索引と
し て使用する事によ り 、 的確な機能グループ説明も し く は機能説明へ と ア ク セスでき
ます。

1.3 機能説明を探し出す為の操作メ ニューの図式の使用

機能 メ ニューに簡単なナビゲーシ ョ ン機能を持たせている為、 それぞれの機能はポジ
シ ョ ンを持ってお り 、 機器本体デ ィ スプレーに表示される様になってお り ます。 すべ
ての機能名 （英語 / 日本語） が、 文字と 数字で一覧でき る イ ンデッ ク ス （77 ページを
参照） を介し てすべての機能にア ク セスでき ます。
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1.4 操作メ ニューの選択と設定

操作 メ ニューは 2 つのレベルで構成されています。
• 機能グループ （00, 01, 03, ..., 0C, 0D） ：

個々の操作セレ ク シ ョ ンは複数の異なった機能グループに大き く 分類されています。
機能グループ と し ては、 例えば " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定、 " ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ " ； 安全設定、
" ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 、 " ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ " ； 表示などがあ り ます。

• 機能 （001, 002, 003, ..., 0D8, 0D9） ：
それぞれの機能グループには １ つまたは複数の機能が含まれます。 これらの機能で
プロ ソ ニ ッ ク本体の動作やパラ メ ーターの設定が実行されます。 こ こ では数値の入
力が可能で、 パラ メ ーターを選択し てセーブする こ と ができ ます。 
" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00） には、 例えば " ﾀﾝｸｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002）、
" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）、 " ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ " ； プロセス コ ンデ ィ シ ョ ン
（004）、 " ｶﾗﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005） などが含まれます。

例えばプロ ソ ニ ッ ク本体のアプ リ ケーシ ョ ンを変更する場合は次の手順で行います。

1. " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00） を選択し ます。
2. " ﾀﾝｸｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002） を選択します（ここでは既存のタンク形状を

選択）。

1.4.1 機能の識別

機能 メ ニュー （11 ページを参照） 内で簡単に特定でき る よ う 、 表示デ ィ スプレ イ上に
それぞれの機能についてポジシ ョ ンが表示されます。

最初の 2 桁で機能グループを識別し ます。

3 番目の桁は、 その機能グループに属する各機能の番号です。

以下ではポジシ ョ ンを常に括弧に入れ、 機能名に続けて示し ます。
（例 ： " ﾀﾝｸｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002））

• " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定 00

• " ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ " ； 安全設定 01

• " ｵﾝﾄﾞ " ； 温度 03

...

• " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定 00 → • " ﾀﾝｸｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 002

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 003

• " ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ " ； プロセスコ ンデシ ョ ン 004

...
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1.5 機器本体表示デ ィ スプレ イ と操作エレ メ ン ト

1.5.1 機器本体表示デ ィ スプレ イ

液晶表示デ ィ スプレ イ （LCD） ：
表示は 4 行、 各行につき 20 文字です。 キー操作で、 表示デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト
が調整可能です。

LCD

*
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1.5.2 シンボル表示

下表は、 液晶デ ィ スプレー （LCD） に表示される シンボルの リ ス ト です。

1.5.3 キーボタ ンの割り当て

操作エレ メ ン ト はハウジングにあ り 、 ハウジング蓋を開ける事でア ク セスでき ます。

各キーボタ ンの機能

シンボル 意味

 ア ラーム _ シンボル

機器が、アラーム状態になった時にこのシンボルが現れます。 もし、このシンボルが点滅し

ているならば、これは警告（Warning）を示します。

 ロ ッ ク _ シンボル

機器がロックされている時、つまり入力が不可能な状態になっている時にこのシンボルが

現れます。

 通信 _ シンボル

機器が HART、PROFIBUS-PA、Foundation Fieldbus などを介して通信中にこの通信シンボル

が現れます。

シ ミ ュ レーシ ョ ン _ スイ ッ チ _ イネーブル

ディップスイッチにより FF が無効になっている時に現れます。

各キー 意味

O も し く は V 選択 リ ス ト の上の方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

S も し く は W 選択 リ ス ト の下の方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

X も し く は Z 機能グループ内の一つ手前に戻 り ます。 （一つ左側に移動）

F も し く は M 機能グループ内の一つ先に進みます。 （一つ右側に移動）

O と F同時

も し く は

S と  F同時

液晶デ ィ スプレー LCD のコ ン ト ラ ス ト 調整。

O と S と F
同時

ハード ウ ェ ア－ロ ッ ク / ロ ッ ク解除。

デ ィ スプレーも し く は通信を介し ての操作は不可能と な り ます。

デ ィ スプレーを介し てのみロ ッ ク解除が可能です。 キーロ ッ ク解除、 パラ メ ー

ターも機器本体デ ィ スプレーを介し て入力し なければな り ません。
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1.5.4 操作の簡単な説明 （VU 331）

" " 003

" " 002

" " 0% 005

a b

" " 002

2

" "

" " 00
1 " " 002

ENDRESS + HAUSER

E+

e

L
00

-F
MR

2
xx

xx
-1

9
-0

0-
0
0-

en
-0

0
1
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1.6 設定

1.6.1 測定機器上の表示デ ィ スプレー操作

初めて機器に電源が投入された時には、 以下の メ ッ セージが機器本体デ ィ スプレーに
表示されます。

⇒

⇓ 約 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

⇓
約 5 秒後、 も し く は F を押し た後以下の メ ッ

セージが現れます。

O、 S キーを使いカーソルを動かし言語を選択

し ます。

（この メ ッ セージは初めて機器に電源が投入され

た時に表示されます。） こ こ でﾆﾎﾝｺﾞ ； 日本語を選

択する事で、 表示デ ィ スプレーの言語が日本語表

示に設定されます。

⇓
基本単位を選択し ます。

（この メ ッ セージは初めて機器に電源が投入され

た時に表示されます。） 

⇓
⇒ 現在の測定値が表示されています。

⇓ Fが押された後、 グループセレ ク シ ョ ンに移 り

ます。

こ の機能グループを選択する事で、 基本設定を

行 う 事が可能です。 
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2 プロ ソニ ッ ク M の機能メ ニュー

機能グループ 機能
説明掲載
ページ

" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ " ； 基本設定

（13 ページを参照）

00 ⇒ " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 000 → 13 ページ

" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 002 → 13 ページ

⇓ " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 003 → 14 ページ

" ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ " ； プロセス コ ンデ ィ

シ ョ ン
004 → 14 ページ

" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 005 → 16 ページ

" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 059 → 16 ページ

" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 006 → 17 ページ

" ｷｮﾘ ／ ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離／測定値 008 17 ページ

" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051 → 18 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ 052 → 19 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピ ング開始 053 → 19 ページ

" ｷｮﾘ ／ ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離／測定値 008 17 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ " ； 安全設定

（21 ページを参照）

01 ⇒ " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出

力
010 → 21 ページ

" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出

力 （HART のみ）
011 → 23 ページ

⇓ " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "；反射無し時の出

力
012 → 23 ページ

" ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min"；勾配 % スパン / 分 013 → 24 ページ

" ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 014 → 25 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ " ； 安全距離 015 → 25 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 016 → 26 ページ

" ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｮｳﾆﾝ " ； ア ラームの承認 017 → 28 ページ

" ｵﾝﾄﾞ " ； 温度 03 ⇒ " ｿｸﾃｲ ｵﾝﾄﾞ " ； 測定温度 030 → 29 ページ

(29 ページを参照 ) "max. ｵﾝﾄﾞ ｹﾞﾝｶｲ " ； max. 温度限界 031 → 29 ページ

⇓ "max. ｿｸﾃｲ ｵﾝﾄﾞ " ； max. 測定温度 032 → 29 ページ

" ｵﾝﾄﾞｲｼﾞｮｳｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "；温度異状時の

出力
033 → 30 ページ

" ｵﾝﾄﾞ ｾﾝｻｰ ｺｼｮｳ "；温度センサー故障 034 → 30 ページ

" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 04 ⇒ " ﾚﾍﾞﾙ／ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ 040 → 31 ページ

(31 ページを参照 ) " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ

ン
041 → 32 ページ

⇓ " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 042 → 36 ページ

"max. ｽｹｰﾙ " ； max. スケール 046 → 38 ページ

" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 047 → 38 ページ

" ｶｸﾁｮｳｾｯﾃｲ " ； 拡張設定

（39 ページを参照）

05 ⇒ " ｾﾝﾀｸ " ； 選択 050 → 39 ページ

" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051 → 39 ページ

⇓ " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピ ングレ ンジ 052 → 40 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053 → 41 ページ

" ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " 現マ ッ プ距離 054 → 41 ページ

" ｶｽﾀﾏｰ ﾀﾝｸ ﾏｯﾌﾟ "； カス タマー・ タ ン

ク ・ マ ッ プ
055 → 41 ページ

" ﾊﾝｼｬｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 056 → 42 ページ

" ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト 057 → 43 ページ

" ｼｭﾂﾘｮｸｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 058 → 43 ページ

" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 059 → 43 ページ
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機能グループ 機能 説明掲載ページ

" ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 06 ⇒ " ﾂｳｼﾝ ｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レ ス （HART 

のみ）
060 → 44 ページ

"profibus param." ； Profibus パラ メ ーター 06
"instrument addr." ； 機器ア ド レ ス

（PROFIBUS-PA のみ）
060 → 44 ページ

PROFIBUS-PA のみ " ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." ； 序文 No. （HART のみ） 061 → 45 ページ

（44 ページを参照） "ident number" ； ident No.

（PROFIBUS-PA のみ）
061 → 45 ページ

⇓ " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい 

（HART のみ）
062 → 46 ページ

"set unit to bus" ； バスへの単位設定

（PROFIBUS-PA のみ）
062 → 46 ページ

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流値モード

（HART のみ )
063 → 47 ページ

"out value" ； 出力値 （PROFIBUS-PA の

み）
063 → 47 ページ

" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値

（HART のみ）
064 → 48 ページ

"out status" ； 電流出力固定値

（PROFIBUS-PA のみ）
064 → 48 ページ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン 065 → 49 ページ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 066 → 50 ページ

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値

（HART のみ）
067 → 49 ページ

"2nd cyclic value" ； 第二サイ クルの値

（PROFIBUS-PA のみ）
067 → 51 ページ

"4 mA ﾁ " ； 4 mA 値 068 → 51 ページ

"select v0h0" ； 測定値選択

（PROFIBUS-PA のみ）
068 → 44 ページ

"20 mA ﾁ " ； 20 mA 値 → 52 ページ

"display value" ； 表示値

（PROFIBUS-PA のみ）
069 → 44 ページ

" ﾊﾝｼｬﾊｹｲ " ； 反射波形 0E ⇒ " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 0E1 → 53 ページ

（53 ページを参照） " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み 0E2 → 53 ページ

⇓
" ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ " ； 表示デ ィ スプレー 09 ⇒ " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 092 → 56 ページ

（56 ページを参照） " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る 093 → 56 ページ

⇓ " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 094 → 57 ページ

" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 095 → 57 ページ

" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾉ ｷｬﾗｸﾀｰ "；小数点のキ ャ ラ

ク ター
096 → 57 ページ

" ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； デ ィ スプレ イ テス ト 097 → 58 ページ

" ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 0A ⇒ " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラー 0A0 → 60 ページ

（59 ページを参照） " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラー 0A1 → 60 ページ

⇓ " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエラー

の消去
0A2 → 60 ページ

" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト 0A3 → 61 ページ

" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ

メ ーター
0A4 → 62 ページ

" ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 0A5 → 63 ページ

" ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル 0A6 → 64 ページ

" ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；アプ リ ケーシ ョ

ンパラ メ ーター
0A8 → 64 ページ

" ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ーター

（65 ページを参照）
0C ⇒ " ﾀｸﾞ no." ； タ グ No. 0C0 → 65 ページ

"device tag" ； デバイ ス タ グ No.

（Foundation Fieldbus のみ）
0C0 → 65 ページ

⇓ "Profile Version" ； プロ フ ァ イルバー

ジ ョ ン （PROFIBUS-PA のみ）
0C1 → 65 ページ

" ﾌﾟﾛﾄｺﾙ +sw-no."； プロ ト コル +SW-No. 0C2 → 65 ページ

" ｼﾘｱﾙ no." ； シ リ アル No. 0C4 → 66 ページ

"device id" ； デバイ ス ID （Foundation 

Fieldbus only）
0C4 → 66 ページ

" ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " ； 温度の単位 0C6 → 67 ページ

" ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロード モード 0C8 → 67 ページ

"service" ； サービ ス D00 ⇒ "service level" ； サービ ス レベル D00 68 ページ
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3 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00）

3.1 機能 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）

この機能は、 現在の測定値を選択されている単位で表示し ます （" ﾕｰｻﾞｰ単位 " ； ユー
ザー単位 （042） 機能参照）。 小数点以下の桁数は、" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ；小数点以下の
桁 （095） で選択する こ と ができ ます。

3.2 機能 " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002）

この機能は、 タ ン ク形状を選択する ために使用し ます。

選択

⇒

⇒

⇒

ENDRESS+HAUSER

Prosonic M
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3.3 機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）

この機能は、 測定物特性を設定する ために使用し ます。

• ﾌﾒｲ ； 不明
• ｴｷﾀｲ ； 液体
• ﾌﾝﾘｭｳﾀｲ < 4mm ； 固体、 粒子サイ ズ < 4mm （細粒 )
• ﾌﾝﾘｭｳﾀｲ >4mm ； 固体、 粒子サイ ズ > 4mm （粗粒 )

3.4 機能 " ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ "； プロセスコ ンデ ィ シ ョ ン （004）

この機能は、 プロセスの条件を選択する ために使用し ます。

選択 ：

⇒

⇒

" ﾋｮｳｼﾞｭﾝ ｴｷﾀｲ " ； 標準液体 " ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 静かな液面 " ｱﾚﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 荒れた液面 

他の分類に当てはまらないすべて

の流動体用途に適用

浸漬パイプ付き、または底部充填

式の貯蔵タンク

不規則な充填、混合ノズル、小型

低部攪拌器で液面が荒れている貯

蔵 / 緩衝タンク

フィルタと出力積分を平均値に

設定

フィルタ、ダンピングを高い値に

設定

→ 安定した測定値

→ 精密な測定

→ 反応、遅い

入力信号平滑化特性に重点をおい

た特殊フィルタ

→ 平滑化された測定値

→ 反応、中程度
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 " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ " ； 攪拌機使用
" ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ；

速い液面変動
" ﾋｮｳｼﾞｭﾝﾌﾝﾘｭｳﾀｲ " ； 標準固体

攪拌機で（場合により渦巻を

伴い）揺動している液面

特に小型のタンク内におけるレベ

ルの急激な変化

次のグループに適合しないすべて

のバルク固体用途

入力信号平滑化特性に重点を置い

た特殊フィルタを高い値に設定

→ 平滑化された測定値

→ 反応、速い

フィルタを低い値に設定

ダンピングを 0 に設定

→ 反応、速い

→ 測定値が不安定になる可能性

あり

フィルタと出力積分を平均値に

設定 

" ﾌﾝﾘｭｳﾀｲ ﾌﾝｼﾞﾝ " ； 粉末状の固体  " ｺﾝﾍﾞｱｰﾍﾞﾙﾄ " ； コ ンベヤベル ト
 " ﾃｽﾄ ： ﾉｰ ﾌｨﾙﾀｰ " ； テス ト ： 

フ ィ ルタ な し

 粉末状のバルク固体 表面変動が速いバルク固体 サービス / 診断の目的にすべての

フィルタを停止

比較的微弱な信号も検出するよう

にフィルタを設定

フィルタを低い値に設定

→ 反応、速い

→ 可能であれば、安定しない

 測定値

すべてのフィルタを停止

ENDRESS+HAUSER
Prosonic M
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3.5 機能 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）

この機能は、 センサ面 （測定基準点） から 低レベル （= 0%） までの距離を入力する
ために使用し ます。

" 警告 !
タ ン クの底面が鉢形も し く は、 円錐形であ る場合、 超音波がタ ン ク の底面に到達する
点よ り 低 く ゼロ点 （E 値） を設定し てはいけません。

3.6 機能 " ﾌｶﾝﾁ ｷｮﾘ " ； 不感知距離 " （059）

この機能では、 不感知距離が表示されます。 プロ ソ ニ ッ ク M では、 不感知距離内の
液面反射を検出する こ と はでき ません。 大レベルが不感知距離に達し ないよ う にし
ます。

⇒

100%

0%

E " "

⇒
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3.7 機能 " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 （006）

この機能は、 低レベルから 大レベルまでの距離 （= スパン） を入力する ために使
用し ます。

" 警告 !
大レベルが不感知距離 (BD) を超え る こ と はでき ません。 不感知距離を越えた場合、

機器が誤動作する可能性があ り ます。 
基本調整の実行後、 機能 " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ " ； 安全距離 （015） で安全距離 （SD） を入力し ま
す。 レベルが この安全距離の範囲内の場合、 プロ ソ ニ ッ ク M は、 機能 " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ 
ﾅｲ " ； 安全距離内 （016） での選択に応じ て、 警告またはア ラームを送出し ます。

3.8 " ｷｮﾘ ／ ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離／測定値 （008）

基準点から被測定物液面までの " ｷｮﾘ " ； 距離および " ﾚﾍﾞﾙ "；レベル （計算されたパー
セン ト 値） が表示されます。 表示画面の値が実際のレベルまたは距離 と一致し ている
かど う かをチェ ッ ク し て く だ さい。 次のよ う なケースがあ り ます。
• 距離が一致 - レベルが一致 -> 次の " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051） に進みます。
• 距離が一致 - レベルが不一致 -> " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005） をチェ ッ ク し ま

す 。
• 距離が不一致 - レベルが不一致 ->  次の " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051） に進み

ます。

⇒

100%

0%

F

BD
SD

" "

" "

" "

⇒
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3.9 機能 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051）

この機能によ り 、 不要反射マ ッ ピング開始の準備モード に入 り ます。 これを開始する
ためには、 測定距離を被測定物の液面までの実際の距離 と比較する必要があ り ます。 
以下のオプシ ョ ンが選択でき ます。
選択 ：
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小 
• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大 
• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明 
• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニ ュ アル入力

" ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• 現状測定されている ノ イ ズ反射のレベルのマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で提示されます。
この場合で も マ ッ ピ ングの実行を推奨し ます。 

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小 
• 現時点で ノ イ ズ反射が測られています。
• 従って現在測定されている反射を含め不要反射マ ッ ピングが行われます。
• マ ッ ピング されるべき範囲が、 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で提示

されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大
• こ のエラーは不要反射マ ッ ピングでは修復されません。
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター （002）、 （003）、 （004） および " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ；

空 （0%） 調整 （005） をチェ ッ ク し て く だ さい。 

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明
実際の距離がわから なければマ ッ ピングは実行する こ と ができ ません。 本機はマ ッ ピ
ング作業を行わずにスキ ッ プし ます。 実際の距離と比較し、 マ ッ ピングの実行を推奨
し ます。

" ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュアル入力
範囲をマニ ュ アルで入力し てマ ッ ピングを行 う こ と もでき ます。 この入力は、
" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で行います。

⇒

 ;�  = ok ;�
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" 警告 !
マ ッ ピングのレ ンジは、 実際のレベルから 　 0.5 m （20"） 手前まで と し ます。 空タ ン ク
に関し て も E - 0.5 m （20"） であ り 、 E の入力は許されません。 （E= 空 （0%））

3.10 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

この この機能では、 マ ッ ピ ング開始の提示範囲が表示されます。 基準点は常にセンサ
面です。 こ の数値はオペレータが編集する こ と ができ ます。
マニ ュ アル入力によ るマ ッ ピングでは 0 m がデフ ォル ト と な り ます。 

3.11 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 （053）

この機能は、 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で指定し た距離まで
不要反射マ ッ ピングを行 う ために使用し ます。

選択 ：
• " ｵﾌ " ； オフ ： 不要反射マ ッ ピングは行われません
• " ｵﾝ " ； オン ： 不要反射マ ッ ピングが開始し ます

! 注意 !
マ ッ ピングがすでに存在する場合、 その値は " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングのレンジ
（052） で指定し た距離まで上書き されます。 この値を超え る と、 既存のマ ッ ピングは
変更されません。

⇒

⇒
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3.12 表示 （008）

基準点から被測定物の液面までを計測し た ｷｮﾘ ； 距離と空調整で算出し た ｿｸﾃｲﾁ ；
測定値が再び表示されます。 表示画面の値が実際のレベルまたは距離と一致し ている
かど う かをチェ ッ ク し て く だ さい。 次のよ う なケースがあ り ます。
• 距離が一致  - レベルが一致 → 基本設定の完了
• 距離が不一致 - レベルが不一致 → さ らに不要反射マ ッ ピングを行 う 必要があ り ま

す。 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051） に戻 り ます。
• 距離が一致 - レベルが不一致  → " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005） をチェ ッ ク し ま

す。

! 注意 !
基本設定の完了後、 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形によ る測定の評定を推奨し ます。

⇒

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。
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4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 （01）

4.1 機能 " ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 （010）

この機能は、 警報出力の反応を選択する ために使用し ます。

選択 ：
• MIN （<= 3.6mA）
• MAX （22mA）
• " ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホール ド
• " ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ " ； ユーザー特定

MIN （<= 3.6mA）

機器が、 ア ラーム状態になった時、 出力は以下のよ う に変化し ます。
• HART ： MIN- ア ラーム 3.6 mA （4 線式機器の場合は 2.4 mA）
• PROFIBUS-PA ： MIN- ア ラーム -99999

⇒

⇒

(110%)

(-10%)3.6
(2.4)

t

[mA]
22

-99999
t

HART PROFIBUS-PA
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MAX （22mA）

機器が、 ア ラーム状態になった時、 出力は以下のよ う に変化し ます。
• HART ： MAX- ア ラーム 22 mA
• PROFIBUS-PA ： MAX- ア ラーム +99999

" ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホールド

機器が、 ア ラーム状態になった時、 直前の測定値 がホール ド されます。

" ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ " ； ユーザー特定

機器が、 ア ラーム状態になった時、 出力は " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力
（011） （x mA） にな る。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

" " " "
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4.2 機能 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 （011）、
HART のみ

ア ラーム出力時は、 電流出力は mA. 表示です。 こ の機能は、 機能 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ 
ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 （010） で " ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ " ； ユーザー特定が選択されてい
る と きに有効です。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

4.3 機能 " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 （012）

この機能は、 反射無し （失信号） の状態を出力する ために使用し ます。

選択 ：
• " ｱﾗｰﾑ " ； ア ラーム
• " ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホールド
• " ｺｳﾊﾞｲ %/min" ； 勾配 % スパン / 分

" ｱﾗｰﾑ " ； アラーム

失信号が多い場合、 機器の表示は調整可能な " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014） の後にア
ラーム ステータ スに変わ り ます。 出力の反応は、 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出
力 （010） 設定によ り ます。

⇓
⇒

⇒

" " 014

" "
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" ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホールド

失信号の と き、 " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014） の後、 警告信号が発せられます。
出力はホール ド されます。

" ｺｳﾊﾞｲ %/min" ； 勾配 % スパン / 分

失信号の と き、 " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014） の後、 警告信号が発せられます。 
勾配の定義 " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配％スパン / 分 （013） によ って出力は 0% または
100% 方向へ入力された速度で変化し ます。

4.4 機能 " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分 （013）

勾配角度は、 反射無し （失信号） 時の出力で定義されます。
この値は " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； エ コー無し時の出力 （012） の中で " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /
min" ； 勾配％スパン / 分が選択されている と き使用されます。 この傾斜角度は、 スパ
ン / 分 （％） で与え られます。

" " 014

" "
014

" % /min"
013

⇓
⇒
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4.5 機能 " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014）

機能 " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （デフ ォル ト 値 = 30 秒） エコー無しの警告が出た後、 また
は機器がア ラーム ステー ト に変更された後に、 この機能 " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （既定
値 = 30 秒） に入って く だ さい。

4.6 機能 " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 （015）

" ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ " ； 安全距離は、 " ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 （059） （43 ページを参照） の手前
に設定し ます。 こ の距離によ り 、 レベルの上昇が原因で不感知距離を越え、 測定値が
無効にな る場合に、 警告が発せられます。

安全距離を こ こ で入力し て く だ さい。 デフ ォル ト 値 ： 0.1 m。

⇒

" "

(SD)

" ";

(BD)

⇒
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4.7 機能 " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘﾅｲ " ； 安全距離内 （016）

この機能は、 レベルが安全距離内に入った場合の処置を設定し ます。

選択 ：
• " ｱﾗｰﾑ " ； ア ラーム
• " ｹｲｺｸ " ； 警告
• " ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； 自己ホール ド

" ｱﾗｰﾑ " ； アラーム

" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 （011） を定義し ます。 ア ラーム メ ッ セージ
E651 - " ﾚﾍﾞﾙ ｶﾞ ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘﾅｲ ﾆ ﾊｲｯﾃｲﾙ - ｱﾌﾚﾀﾞｼ ﾉ ｷｹﾝ ｱﾘ "；レベルが安全距離内 - 溢れ
出し危険が表示されます。
レベルが安全距離の設定値外に下がった場合、 ア ラームは消えプロ ソ ニ ッ ク本体は再
度測定を開始し ます。

" ｹｲｺｸ " ； 警告

プロ ソ ニ ッ ク本体が、警告 E651 - " ﾚﾍﾞﾙ ｶﾞ ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘﾅｲ ﾆ ﾊｲｯﾃｲﾙ - ｱﾌﾚﾀﾞｼ ﾉ ｷｹﾝ ｱﾘ "；
レベルが安全距離内 - 溢れ出し危険が表示された場合で も測定は継続されます。
異常はレベルが安全距離外に下が り しだい消えます。

⇒

" "
（安全距離）

" "



プロ ソニ ッ ク M 4 機能グループ " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 （01）

エンドレスハウザー ジャパン 27

" ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； 自己ホール ド

" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 （011） に切 り 替わ り ます。 ア ラーム メ ッ セー
ジ E651 - " ﾚﾍﾞﾙ ｶﾞ ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘﾅｲ ﾆ ﾊｲｯﾃｲﾙ - ｱﾌﾚﾀﾞｼ ﾉ ｷｹﾝ ｱﾘ "；レベルが安全距離内 - 溢
れ出し危険が表示されます。
レベルが安全距離の設定値を越えた場合、 セルフホール ド の リ セ ッ ト （ア ラームの承
認） を し た後で、 測定が再開されます （機能 ： " ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｮｳﾆﾝ " ； アラームの承認
（017））。

（安全距離）
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4.8 機能 " ｱﾗｰﾑ ﾉ ｼｮｳﾆﾝ " ； アラームの承認 （017）

この機能は " ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； 自己ホール ド が発せられている と きに通知されます。

選択 ：
• " ｲｲｴ " ； いいえ 
• " ﾊｲ " ； はい 

" ｲｲｴ " ； いいえ 
ア ラームは承認されていません。

" ﾊｲ " ； はい
ア ラームが承認されている。

⇒

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。
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5 機能グループ " ｵﾝﾄﾞ " ； 温度 （03）

5.1 機能 " ｿｸﾃｲ ｵﾝﾄﾞ " ； 測定温度 （030）

この機能では、 センサの温度が表示されます。 温度単位は、 機能 " ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " ； 温度
単位 （0C6） で決定されます。

5.2 機能 "max. ｵﾝﾄﾞ ｹﾞﾝｶｲ " ； max. 温度限界 （031）

この機能では、 センサの 大許容温度が表示されます。 温度単位は、 機能 " ｵﾝﾄﾞ ﾉ 
ﾀﾝｲ " ； 温度単位 （0C6） で決定されます。 この温度を超え る と、 センサが損傷する可能
性があ り ます。

5.3 機能 "max. ｿｸﾃｲ ｵﾝﾄﾞ " ； 最大測定温度 （032） 

この機能では、 これまでにセンサで測定された 高温度が表示されます。 温度単位は、
機能 " ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " ； 温度単位 （0C6） で決定されます。 こ の機能は、 パラ メ ータの リ
セ ッ ト によ る影響を受けません。

⇒

⇒

⇒

⇒
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5.4 機能 " ｵﾝﾄﾞｲｼﾞｮｳﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 温度異状時の出力 （033）

この機能では、 センサの 大許容温度を超えた場合のプロ ソ ニ ッ ク M の反応を決定し
ます。
以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択でき ます。

" ｹｲｺｸ " ； 警告
機器は測定を継続し ます。 エラー メ ッ セージが表示されます。

" ｱﾗｰﾑ " ； アラーム
電流値が、 機能 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 （010） で定義された値以下に
な り ます。 さ らに、 エラー メ ッ セージが表示されます。

5.5 機能 " ｵﾝﾄﾞ ｾﾝｻｰ ｺｼｮｳ " ； 温度センサー故障 （034）

この機能では、 センサの 大許容温度を超えた場合のプロ ソ ニ ッ ク M の反応を決定し
ます。 
以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択でき ます。

" ｱﾗｰﾑ " ； アラーム
電流値が、 機能 " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 （010） で定義された値以下に
な り ます。 さ らに、 エラー メ ッ セージが表示されます。

" ｹｲｺｸ " ； 警告
機器は測定を継続し ます。 エラー メ ッ セージが表示されます。

⇒

⇒
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6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼー
シ ョ ン （04）

6.1 機能 " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル / アレージ （040）

選択 ：
• " ﾚﾍﾞﾙ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； レベルユーザー単位
• " ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； レベル距離単位
• " ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ " ； アレージユーザー単位
• " ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘﾀﾝｲ " ； アレージ距離単位

" ﾚﾍﾞﾙ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； レベルユーザー単位
" ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042） で設定された単位でレベル表示されます。
" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン （041） のデフ ォル ト 値は、 0...100% リ ニアに
セ ッ ト されています。

" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ " ； レベル距離単位
" ｷｮﾘﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） で設定された単位でレベル表示されます。

" ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； アレージユーザー単位
" ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042） で設定された単位でアレージ表示されます。
" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン （041） の既定値は、 0...100% リ ニアにセ ッ ト
されています。

" ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘﾀﾝｲ " ； アレージ距離単位
" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） で設定された単位でアレージ表示されます。

! 注意 !
アレージの測定基準点は " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整を参照し て く だ さい。

⇒

⇒
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6.2 機能 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン （041）

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは、 タ ン クの容量のレベル と の比率、 または、 被測定物の質量
を、 ユーザー単位 （例 ： メ ー ト ル単位、 ヘク ト リ ッ ト ル等） に定義する機能です。
その後 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000） は選択された単位を表示し ます。

この機能は、 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを選択する ために使用し ます。

選択 ：
• " ﾘﾆｱ " ； リ ニア
• " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニ ュ アル入力
• " ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ " ； 半－自動
• " ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオン
• " ﾃｰﾌﾞﾙ ｸﾘｱ " ； テーブル ク リ アー

" ﾘﾆｱ " ； リ ニア
" ﾘﾆｱ " ； リ ニアは、 例えば垂直タ ン ク などで選定し ます。 大容量 / 重量を入力する こ

と でユーザー単位での測定ができ ます。
" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042） の選定ができ ます。
体積容量は、 "max. ｽｹｰﾙ " ； max. スケール （046） の設定に依存し定義されます。
測定値は、 20 mA を 100% と し て表示されます （HART のみ）。

⇒

"max. "
max. 

" "
042

046
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" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
容量、 質量などは、 垂直タ ン ク を基準に " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）、 " ﾕｰｻﾞｰ 
ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042）、 "max. ｽｹｰﾙ " ； max. スケール （046） を入力する こ と によ
り 自動的に計算されます。 "max. ｽｹｰﾙ " ； max. スケール （046） は、 100% 出力
（= 20 mA、 HART） を定義し ます。

" ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュアル入力
レベルが、 測定レ ンジ内で容量や、 体積に対し て比例し ない場合は、 リ ニア ラ イゼー
シ ョ ン ・ テーブルを使ってユーザー単位を設定する こ と ができ ます。 必要要件は以下
の通 り です。
• 大 32 ペアの リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブポ イ ン ト を記憶し ます。
• レベル値は、 昇順に並んでいます。 リ ニア ラ イ ズは、 単調に増加し なければな り ま

せん。
• レベル高さは、 リ ニア ラ イ ズカーブのレベル値の 初の点と 後の点は、 空 / 満タ ン

調整 と同じでなければな り ません。
• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは、 基本設定の中の " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） で単位を設

定されます。

途中ポ イ ン ト （2） は、 レベル （3） と 容量 （4） で定義されます。 終点は、 20 mA を
100% と し て定義されます （HART のみ）。

! 注意 !
マニ ュ アル リ ニア ラ イゼーシ ョ ンモード は、 流量測定に も使用でき ます。 それには、
各流量レベル （体積ではない） をテーブルに入力し ます。 流路や流量測定用堰の Q/h
テーブルに適切な流量値が示されます。 

" "
042

"max. "
max. 

046

"

"
047

" "
042
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! 注意 !
テーブルの入力が終了後、 " ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオンによ り 有効 と な り ます。
100% 値は、 20 mA を 100% と し て定義されます （HART のみ）。

! 注意 !
レベル 0.00 m または、 容量 0.00% を確定する前に必ず O または S を押すこ と によ り
エデ ィ ッ ト モード に入って く だ さい。

ToF Tool * によ り テーブルエデ ィ ターを使用し リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入る
こ と によ り エン ト リ ーされます。
画面上で内容を確認でき ます。
* 準備中

⇒

⇓
テーブルポ イ ン ト を選択し て く だ さい

（ポ イ ン ト  1）。

⇓
ポイ ン ト  1 のレベルを入力し て く ださい。

⇓
容量を入力し て く ださ い。

⇓
さ らに他のポ イ ン ト を設定し ますか。

⇓
次のテーブルポ イ ン ト 。

⇓
...

" ﾂｷﾞ ﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ " ； 次のポイ ン ト （045） で " ｲｲｴ " を選択する まで継続する。
（ 大で 32 テーブルポイ ン ト ペアまで）
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" ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ " ； セ ミ ・ オー ト マテ ィ ッ ク
タ ン クが充填されている間に、 リ ニア ラ イゼシ ョ ンカーブポ イ ン ト を半自動的に入力
し ます。
プロ ソ ニ ッ ク M 本体は、 レベルを感知し、 体積 / 容量を入力し ます。
それぞれのポ イ ン ト でのレベル値が自動的に割 り 振られる点以外は、 マニュ アルテー
ブル入力工程 と類似し てお り ます。

! 注意 !
タ ン クが空の と きには以下の点にご注意 く だ さい。
• ペアポイ ン ト 数はあ らかじめ確認し てお く 必要があ り ます。
• 初のテーブル NO. = （32 - ペアポイ ン ト 数） と な り ます。
• テーブル No. （043） 入力は、 逆の順番で作られます （ 後の入力 = 1）。

" ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオン
リ ニア ラーゼーシ ョ ンテーブルは、 テーブルオン時のみ作動し ます。

" ﾃｰﾌﾞﾙ ｸﾘｱ " ； テーブルク リ ア
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入る前に既存のすべてのテーブルは消去し て く ださ
い。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン ・ モー ド は自動的に リ ニアモード に変わ り ます。

! 注意 !
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルは、 " ﾘﾆｱ " ； リ ニア、 も し く は " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク
（も し く は " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ "； レベル / アレージ （040） = " ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "； レベル距離単
位、 " ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘﾀﾝｲ " ； アレージ距離単位） を選択する事によ り 、 動作中止し ます。
これは、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが消去された訳ではな く 、 " ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テー
ブルオンを選択する事によ り 再度動作させる事ができ ます。



6 機能グループ " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン （04） プロ ソニ ッ ク M

36 エンドレスハウザー ジャパン

6.3 機能 " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042）

この機能で、 ユーザー単位 を選択し ます。

選択 ：
• %
• 体積 ： L、 hl、 m3、 dm3、 cm3、 ft3、 usgal、 i gal
• 重量 ： kg、 T、 lb、 ton
• 長さ ： M、 ft、 mm、 inch
• 流量 ： l/s、 l/min、 l/h、 m3/s、 m3/min、 m3/h、 ft3/s、 gal/s、 gal/m、 gal/hr、 mgal/d、

igal/s、 igal/min、 igal/h

関連
以下のパラ メ ーターの単位が変更されます。
• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）
• " ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 （045）
• "max. ｽｹｰﾙ " ； max. スケール （046）
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066）

⇒
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6.4 機能 テーブル No. （043）

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル内のペアポイ ン ト の値。

関連
レベル入力 （044）、 容量入力 （045） のア ッ プデー ト 。

6.5 機能 " ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 （044）

この機能によ り リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブの各ペアポイ ン ト の値を入力する こ と が
でき ます。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブが入力される と プロ ソ ニ ッ ク M は、 自動的に
測定を開始し ます。

ユーザー入力
レベルは " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） で設定される単位 と な り ます。

⇓

⇓
⇒

⇓

⇓
⇒

⇓
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6.6 機能 " ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 （045）

この機能によ り リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブの各ペアポイ ン ト の値を規定し ます。

ユーザー入力
容量は " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042） で設定される単位と な り ます。

6.7 機能 "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール （046）

この機能によ り 測定レ ンジの 終点の値を入力する こ と ができ ます。 " ﾘﾆｱ " ； リ ニア、
" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク、 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン （041） を選定し た と
きにはこの入力が必要 と な り ます。

6.8 機能 " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）

この機能によ り 、容器直径を入力し ます。" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "；枕タ ン ク、" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ
ニアラ イゼーシ ョ ン （041） を選定し た と きにはこの入力が必要 と な り ます。

⇓
⇒

⇓

⇓

⇓

⇒

⇓
⇒
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7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 （05）

7.1 機能 " ｾﾝﾀｸ " ； 選択 （050）

機能 " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定を選択し ます。

選択 ：
• 機能

" ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 （056）、 " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）、 " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ；
出力積分 （058）、 および " ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 （059） へ進みます。

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ " ； マ ッ ピング
ノ イズ反射抑制の機能 （タ ン クマ ッ プ） ： （051） ～ （053） へ進みます。

• " ﾏｯﾌﾟ ｶｸﾁｮｳ " ； マ ッ プ拡張
機能 " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ "；現マ ッ プ距離 （054） と " ｶｽﾀﾏｰ ﾀﾝｸ ﾏｯﾌﾟ "； カス タ マータ ン ク
マ ッ プ （055） へ進みます。

7.2 機能 " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051）

この機能によ り 、 不要反射マ ッ ピ ング開始の準備モー ド に入 り ます。 これを開始する
ためには、 測定距離を被測定物の液面までの実際の距離 と比較する必要があ り ます。 
以下のオプシ ョ ンが選択でき ます。

選択 ：
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小 
• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大 
• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明 
• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニ ュ アル入力

⇒

⇒

⇒
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" ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正
• 現状測定されている ノ イ ズ反射のレベルのマ ッ ピングが行われます。
• 抑制すべき範囲が " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で提示されます。
この場合で も マ ッ ピ ングの実行を推奨し ます。 

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小 
• 現時点で ノ イ ズ反射が測られています。
• 従って現在測定されている反射を含め不要反射マ ッ ピングが行われます。
• マ ッ ピング されるべき範囲が、 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で提示

されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大
• こ のエラーは不要反射マ ッ ピングでは修復されません。
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター （002）、 （003）、 （004） および " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ；

空 （0%） 調整 （005） をチェ ッ ク し て く だ さい。 

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明
実際の距離がわから なければマ ッ ピングは実行する こ と ができ ません。 本機はマ ッ ピ
ング作業を行わずにスキ ッ プし ます。 実際の距離と比較し、 マ ッ ピングの実行を推奨
し ます。

" ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュアル入力

範囲をマニ ュ アルで入力し てマ ッ ピングを行 う こ と もでき ます。 この入力は、
" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で行います。

" 警告 !
マ ッ ピ ングのレ ンジは、 実際のレベルから 　 0.5 m （20"） 手前まで と し ます。 空タ ン ク
に関し て も E - 0.5 m （20"） であ り 、 E の入力は許されません。 （E= 空 （0%））

7.3 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

この機能では、 マ ッ ピングの提示範囲が表示されます。 基準点は常に測定基準点です。 
この数値はオペレータが編集する こ と ができ ます。
マニ ュ アル入力によ るマ ッ ピングでは 0 m がデフ ォル ト と な り ます。

 ;�  = ok ;�

⇒
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7.4 機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 （053）

この機能は、 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052） で指定し た距離まで
不要反射マ ッ ピングを行 う ために使用し ます。

選択 ：
• " ｵﾌ "；オフ ： 不要反射マ ッ ピングは行われません
• " ｵﾝ " ； オン ： 不要反射マ ッ ピングが開始し ます

" 警告 !
マ ッ ピングがすでに存在する場合、 その値は " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）
で指定し た距離まで上書き されます。 こ の値を超え る と 、 既存のマ ッ ピングは変更さ
れません。

7.5 機能 " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 （054）

マ ッ ピング された距離の記録が表示されます。
0 は、 そ こ まではマ ッ ピングがレ コード されていないこ と を示し ます。

⇒

⇒

" "
054
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7.6 機能 " ｶｽﾀﾏｰ ﾀﾝｸ ﾏｯﾌﾟ " ； カス タ マー ・ タ ン ク ・ マ ッ ピ
ング （055）

この機能は、 カ ス タマー ・ タ ン ク ・ マ ッ ピングで使用されている評価モード を表示し
ます。

選択 ：
• " ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞ " ； 停止中
• " ｱｸﾃｨﾌﾞ " ； 作動中
• " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト

" ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞ " ； 停止中
タ ン ク ・ マ ッ ピングが記録されていないか、 マ ッ プが停止されています。 評価は、
FAC （71 ページを参照） でのみ行われます。

" ｱｸﾃｨﾌﾞ " ； 作動中
カ ス タマー ・ タ ン ク ・ マ ッ ピングで評価されます （70 ページを参照）。

" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト
タ ン ク マ ッ ピ ングは リ セ ッ ト されます。

7.7 機能 " ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 （056）

" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射強度は、 測定精度の基本 と な り ます。 以下の初期条件に依存する反

射エネルギーの量を表示し ます ：
• センサー部 と 測定物部と の温度差
• 液面の様子 （波打ち、 荒れ方など）
• センサ と測定物の距離

小さい値は、 誤差を増大させます。 測定コ ンデシ ョ ンの変化などによ っては反射強度
が減 り ます （例 ： 荒れた液面、 攪拌機使用などによ り ）。

⇒

⇒

20 mA
100%

4 mA
0%

" " 056



プロ ソニ ッ ク M 7 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 （05）

エンドレスハウザー ジャパン 43

7.8 機能 " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）

機能は、 " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベルを補正し ます。 入力された値は、 " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測
定レベルに付加されます。

7.9 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 （058）

レベルの急激な変化に対応し た出力変化の時間積分を行います。 高い数値を入力すれ
ば、 測定変数の急激な変化を緩衝する事ができ ます。

ユーザー入力 ：
0...255 S

デフ ォル ト 値は、 アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002）、
" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）、 " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ " ； プロセス コ ンデ ィ シ ョ ン
（004） によ り 決められます。

7.10 機能 " ﾌｶﾝﾁ ｷｮﾘ " ； 不感知距離 （059）

この機能では、 不感知距離が表示されます。 プロ ソ ニ ッ ク M では、 不感知距離内の
液面反射を検出する こ と はでき ません。 大レベルが不感知距離に達し ないよ う にし
ます。

⇒

⇒

⇒

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。
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8 機能グループ " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 （06） - 
"profibus param." ； Profibus パラ メ ータ （06）、
PROFIBUS-PA のみ

8.1 機能 " ﾂｳｼﾝ ｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レス （060）、 HART のみ

この機能で機器の通信ア ド レ ス を設定でき ます。
• 標準 ： 0
• マルチ ド ロ ッ プ ： 1-15
電流出力値は、 マルチ ド ロ ッ プモード においては常に 4mA です。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

8.2 機能 "instrument addr." ； 機器ア ド レス （060）、
PROFIBUS-PA のみ

PA バスア ド レ スは、 こ のフ ィ ール ド で表示されます。 こ のア ド レ スは、 DIP ス イ ッチ
を使った機器 （機器使用説明を参照） または、 特別な Set Slave Address コマン ド
（例 ： ToF Tool * などによ る） によ り セ ッ ト されます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !
* 準備中

⇒
HART と  Foundation Fieldbus の場合の
表示

⇒
PROFIBUS-PA の場合の表示

⇒

⇒
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8.3 機能 " ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." ； 序文 No. （061）、
HART のみ

" ｼﾞｮﾌﾞﾝ no." は、 この機能で HART プロ ト コルによ り 入力されます。
数値の増大は、 通信の問題上で " 環境が悪い " ラ イ ンの場合に行います。

" 警告 !
この入力は、 HART 機器にのみ有効です !

8.4 機能 "ident number" ； ident No. （061）、
PROFIBUS-PA のみ

• "manufacturer" ； メ ーカー
• "profile" ； プロ フ ァ イル

"manufacturer" ； メ ーカー
メ ーカーによ る 152C hex を設定し て く だ さい （PNO 登録）。

"profile" ； プロ フ ァ イル
設定は、 1 つの AI block と共に、 PA Profile 3.0 ： 9700 hex - instrument によ り 定義され
ます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒

⇒
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8.5 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい （062）、
HART のみ

マイナス レベルの出力は、 この機能で抑制されます。

選択 ：
• ｵﾌ ； オフ 低出力 -10% （3.8 mA HART）
• ｵﾌ ； オン 大出力 0% （4 mA HART）

" 警告 !
この入力は、 HART 機器にのみ有効です !

8.6 機能 "set unit to bus" ； バスへの単位設定 （062）、
PROFIBUS-PA のみ

• "confirm" ； 確認

この機能の確定後、 "measured variable" ； 測定変数の単位は、 AI block （PV スケール → 
Out ス ケール） によ り 有効 と な り ます。
この機能は、 単位を変更する毎に実行する必要があ り ます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒

" " " "

⇒
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8.7 機能 " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モー ド （063）、
HART のみ

電流出力値 はこ の機能によ って固定する事ができ ます。
測定値は、 HART によ り 伝送されます。

この機能では、 電流値のモード を指定し ます。
以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択でき ます。

" ﾋｮｳｼﾞｭﾝ " ； 標準
総測定レ ンジ （0 ～ 100%） が電流間隔 （4 ... 20 mA） にマ ッ ピング されます。

" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウン
測定レ ンジの一部のみが、 電流間隔
（4 ～ 20 mA） に設定されます。
関連レ ンジを定義する ために、 機能 "4-mA- ﾁ " ； 4 mA 値 （068） および "20-mA- ﾁ " ；
20 mA 値 （069） を使用し ます。

" ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 電流出力固定
電流値は固定されます。 測定値は、 HART 信号でのみ伝送されます。 電流値は、 機能
" ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 電流出力固定 （064） で定義されます。 

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です。

8.8 機能 "out value" ； 出力値 （063）、 PROFIBUS-PA のみ

画面は、 AI block 出力。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒

[mA]
20

[mA]
20

4

100 [%]0

4

100 [%]0

        " "  

" "
  " "

⇒
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8.9 機能 " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値 （064）、
HART のみ

この機能で " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値 をセ ッ ト し ます。 こ の入力は機能
" ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 固定電流出力 （063） を使用する と きには必要です。

ユーザー入力 ：
3,8...20,5 mA

" 警告 !
この入力は、 HART 機器にのみ有効です !

8.10 機能 "out status" ； 出力ステータ ス （064）、
PROFIBUS-PA のみ

出力ステータ スの表示 （数値に関し ては機器の説明をご覧 く ださ い）。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒

⇒
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8.11 機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065）

必要に応じ て リ ニア ラ イゼーシ ョ ン、 出力信号、 電流値は、 機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ；
シ ミ ュ レーシ ョ ンでテス ト でき ます。 以下のシ ミ ュ レーシ ョ ンオプシ ョ ンが選択でき
ます。

選択 ：
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｵﾌ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンオフ 
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン レベル 
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾖｳﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン容量 
• " ｼﾐｭ . ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン電流 （HART のみ）

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｵﾌ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンオフ
シ ミ ュ レーシ ョ ンはス イ ッチオフ されます。

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル
レベル値を " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066） に入力し て く だ さい。
機能
• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）
• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル （0A6）
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 （067） - HART のみ 
入力し た値に従います。

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾖｳﾘｮｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン容量
体積を " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066） に入力し て く だ さい。
機能
• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 （067） - HART のみ
入力し た値に従います。

" ｼﾐｭ . ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン電流
電流値を " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066） に入力し て く だ さい。
機能
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 （067） - HART のみ
入力し た値に従います。

⇒

" "

" "

" "

HART
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8.12 機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066）

⇒
機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065） 内の

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾚﾍﾞﾙ "； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル を選

択し た後、 左の メ ッ セージが表示され、 レベルを

入力でき ます。

⇒
機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065） 内の

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾖｳﾘｮｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン容量 を選

択し た後、 左の メ ッ セージが表示され、 容量を入

力でき ます。

⇒
機能 " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065） 内の 

" ｼﾐｭ . ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン電流 を選択し

た後、 左の メ ッ セージが表示され、 出力電流を入

力でき ます （HART のみ）。
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8.13 機能 " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 （067）、
HART のみ

電流出力を mA で表示し ます。

" 警告 !
この機能は、 HART 機器にのみ有効です !

8.14 機能 "2nd cyclic value" ； 第二サイ クルの値 （067）、
PROFIBUS-PA のみ

"second cyclical value" ； 第二サイ クルの値を選択し て く だ さい。

• "height/dist." ； 高さ / 距離

プロ ソ ニ ッ ク M 本体は常に "second cyclical value" ； 第二サイ クルの値 と し て距離デー
タ を送信し ています。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

8.15 機能 "4mA- ﾁ " ； 4mA 値 （068）、 HART のみ

この機能では、 出力電流が 4 mA にな る レベル （または体積、 重量、 流量など） を指
定し ます。 こ の値は、 機能 " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モー ド （063） でオプシ ョ
ン " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウ ンを選択し た場合に使用し ます。

⇒

⇒

⇒
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8.16 機能 "select v0h0" ； 測定値選択 （068）、
PROFIBUS-PA のみ

"measured value" ； 測定値 （000） を選択し て く だ さい。

選択 ：
• "measured value"；測定値
• "display value" ； 表示値

測定値
"measured value" ； 測定値 の選択は、 機能 "measured value" ； 測定値 （000） で表示さ
れます。

表示値
"display value" ； 表示値 （069） 内の値は、 機能 "measured value" ； 測定値 （000） で表
示されます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

8.17 機能 "20mA- ﾁ " ； 20 mA 値 （069）、 HART のみ

この機能では、 出力電流が 20 mA にな る レベル （または体積、 重量、 流量など） を指
定し ます。 こ の値は、 機能 " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モー ド （063） でオプシ ョ ン
" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウ ンを選択し た場合に使用し ます。

8.18 機能 "display value" ； 表示値 （069）、
PROFIBUS-PA のみ

このフ ィ ール ド は、 外部よ り セ ッ ト されます （例 ： PLC） 。 値は、 メ イ ンの測定変数 と
し て "select v0h0" ； 測定値選択 （068） = "display value" ； 表示値を選択する こ と によ っ
て表示されます。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

⇒

⇒

⇒
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9 機能グループ " ﾊﾝｼｬﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E）

9.1 機能 " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 （0E1）

こ こ で表示デ ィ スプレ イに表示し たい情報を選択する こ と ができ ます。
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ +FAC" ； 反射波形 +FAC （FAC 71 ページを参照）
• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ + ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ "；反射波形 + カ ス タマー･タ ン ク･マ ッ ピング（つま り 、カ ス

タマー･タ ン ク･マ ッ ピング は常に表示されています。 70 ページを参照）

9.2 機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み （0E2）

この機能によ り 、 反射波形を次のどち らで読み取るかを決定し ます。 
• " ｲｯｶｲ ﾉ ﾖﾐｺﾐ " ； 1 回のみの読み込み 
• " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ " ； 循環的に読み込み

! 注意 !
表示デ ィ スプレ イが循環的に読み込むモード になっていれば、 測定更新周期は長 く な
り ます。 測定点の 適化、 確認が完了し た後は反射波形表示モード を解除する こ と を
推奨し ます。

⇒

⇒

⇒
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9.3 機能反射波形表示 （0E3）

反射波形は、 この機能で表示されます。 この機能によ り 、 以下の情報を取得でき ます。

反射波形画面でのナビゲーシ ョ ン
反射波形は、 ナビゲーシ ョ ンを使用し て、 水平および垂直にス ケー リ ング し、 左また
は右へシフ ト させる こ と ができ ます。 ナビゲーシ ョ ンモード がア ク テ ィ ブな と き、 画
面上の左上隅にシンボルが示されます。

水平ズームモー ド まず、 反射波形表示へ進みます （31 ページを参照）。 次に、 + または - を押し て、 反射
波形ナビゲーシ ョ ンに切 り 替えます。 これで水平ズームモード に入 り ます。 または

が表示されます。
以下のオプシ ョ ンを選択でき ます。
• + 水平スケールが増え る
• - 水平スケールが減る

S/N

OE3�

��



プロ ソニ ッ ク M 9 機能グループ " ﾊﾝｼｬﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E）

エンドレスハウザー ジャパン 55

移動モー ド E を押し て、 移動モード に切 り 替えます。 または が表示されます。
以下のオプシ ョ ンを選択でき ます。
• + 曲線上を右へ移動する
• - 曲線上を左へ移動する

垂直ズームモー ド E を再度押し て、 垂直ズームモード に切 り 替えます。  が表示されます。
以下のオプシ ョ ンを選択でき ます。
• + 垂直スケールが増え る
• - 垂直ス ケールが減る
画面ア イ コ ンに、 現在のズーム係数 （  ～ ） が示されます。

ナビゲーシ ョ ンの終了 • E を再度押し て、 反射曲線ナビゲーシ ョ ンの各モード を実行し ます。
• + と - を押し て、 ナビゲーシ ョ ンを終了し ます。 設定が増加し、 切 り 替えは維持され

ます。 反射波形 （0E2） 機能を再度ア ク テ ィ ブにし た場合にのみ、 プロ ソ ニ ッ ク で標
準表示が使用されます。

��

��
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10 機能グループ " ﾋｮｳｼﾞ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ " ； 表示デ ィ スプレ
イ （09）

10.1 機能 "language" " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 （092）

"language" " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 を選択し て く だ さい。

選択 ：
• " ﾆﾎﾝｺﾞ " ； 日本語
• "English" ； 英語
• "Deutsch" ； ド イ ツ語
• "Franças" ； フ ラ ン ス語
• "Español" ； スペイ ン語
• "Italiano" ； イ タ リ ア語
• "Nederlands" ； オラ ンダ語

関連
すべてのテキス ト が変更されます。

" 警告 !
この機能は、 Commuwin II では表示されません。

10.2 機能 " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る （093）

決められた時間内にデ ィ スプレーによ り 何も入力が行わなければ画面は " ｿｸﾃｲﾁ " ；
測定値 に戻 り ます。
9999 s に設定すれば画面は戻 り ません。

ユーザー入力 ：
3...9999 S

" 警告 !
この機能は、 Commuwin II では表示されません。

⇒

⇒

⇒
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10.3 機能 " ﾋｮｳｼﾞｹｲｼｷ " ； 表示形式 （094）

表示形式を選定し ます。

選択 ：
• "10 ｼﾝﾎｳ " ； 10 進法
• "ft - in- 1/16'' ； 16 進法

"10 ｼﾝﾎｳ " ； 10 進法
" ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 は "10 ｼﾝﾎｳ " ； 10 進法 で表示されます （例 ： 10.70%）。

"ft - in- 1/16'' ； 16 進法
" ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 は、 こ の形式で表示されます （例 ： 5'05-14/16"）。
このオプシ ョ ンは、 " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） - "ft" と "in" にのみ有効です !

" 警告 !
この機能は、 Commuwin II では表示されません。

10.4 機能 " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 （095）

選択 ：
• x
• x.x
• x.xx
• x.xxx

10.5 機能 " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾉ ｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキャ ラ ク ター
（096）

選択 ：
• .
• ,

.
10 進数はポ イ ン ト . によ って区切られます。

,
10 進数はカンマ , によ って区切られます。

⇒

⇒

⇒
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10.6 機能 " ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； デ ィ スプレ イテス ト （097）

すべての画素がス イ ッ チオンにな り ます。 LCD 全体が黒 く なれば正常です。

⇒
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11 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 （0A）

機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断内でエラー メ ッ セージの表示、 確認ができ ます。

エ ラーの種類
設定中または設定時にエラーが発生すれば、 直ちにその表示デ ィ スプレ イに表示され
ます。 複数のシステムエラーまたはプロセスエラーが同時に発生し た場合は、 優先順
位の も高いエラーが表示デ ィ スプレ イに表示されます。
この測定システムではエラーを 2 種類に区別し ています。
• A （ｱﾗｰﾑ ； ア ラーム） ：

プロ ソ ニ ッ ク本体は定義されている状態 （例えば MAX） に入 り ます。
ア ラームは常灯の  記号で表示されます。
（各コー ド の説明は 73 ページの表を参照し て く だ さい。）

• W （ｹｲｺｸ ； 警告） ：
プロ ソ ニ ッ ク本体は測定を続け、 エラー メ ッ セージが表示されます
異常は点滅の  記号で表示されます。
（各コー ド の説明は 73 ページの表を参照し て く だ さい。）

• E （ｱﾗｰﾑ ； アラーム / ｹｲｺｸ ； 警告） ：

各種の状態が組み合わせて表示されます （例えば反射無し （失信号）、 安全距離内の

レベル）。 ア ラーム / 異常は常灯も し く は点滅の  記号で表示されます。

（各コー ド の説明は 73 ページの表を参照し て く だ さい。）

⇒
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11.1 機能 " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラー （0A0）

" ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエ ラーはこの機能で表示されます。

11.2 機能 " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエ ラー （0A1）

直前のエラーはこ の機能で表示されます。

11.3 機能 " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエ ラーの消去 （0A2）

選択 ：
• " ｲｼﾞ " ； 維持
• " ｻｸｼﾞｮ " ； 削除

" 警告 !
この機能は画面上でのみ実行可能です !

⇒

⇒

⇒
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11.4 機能 " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト （0A3）

" 警告 !
リ セ ッ ト すればプロ ソ ニ ッ ク本体は工場出荷設定値に再設定されます。 この操作は測
定上の障害につながる こ と があ り ます。 一般に、 リ セ ッ ト 後は基本設定をや り なおす
こ と をお勧めし ます。

リ セ ッ ト は以下の場合にのみ必要 と な り ます。
• プロ ソ ニ ッ ク本体の機能が停止し た場合、 も し く は停止させた場合。
• プロ ソ ニ ッ ク本体を移動し なければな ら ない場合。
• プロ ソ ニ ッ ク本体を取 り 外し、 保管後再度設置する場合。

入力 （" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト （0A3）） ：
• 333 = ユーザーのパラ メ ーター （HART）
• 33333 = ユーザーのパラ メ ーター （PROFIBUS-PA）

333 = ユーザーのパラ メ ーターのリ セ ッ ト （HART）
33333 = ユーザーのパラ メ ーター （PROFIBUS-PA）
測定履歴が未知のプロ ソ ニ ッ ク本体を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに設置する と きには、
この リ セ ッ ト を推奨し ます。
• プロ ソ ニ ッ クはデフ ォル ト に リ セ ッ ト されます。
• タ ン ク内不要反射マ ッ ピ ングのユーザー設定値は失われません。
• テーブル内の数値は保持されていますが、 リ ニア ラ イ ズ調整は " ﾘﾆｱ " ； リ ニア に切

り 替わ り ます。 " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン （04） で、 このテーブルが
再び使用可能 と な り ます。

リ セ ッ ト で影響を受ける機能

タ ン ク マ ッ ピングは機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 （05） 内の
" ｶｽﾀﾏｰ ﾀﾝｸ ﾏｯﾌﾟ " ； カス タ マー ・ タ ン ク ・ マ ッ プ （055） で リ セ ッ ト でき ます。

測定履歴が未知のプロ ソ ニ ッ ク本体を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに設置する と き、 また
は、 不正な値で不要反射マ ッ ピングを開始し た場合は常に この リ セ ッ ト を推奨し ます。
• こ の場合タ ン ク内不要反射マ ッ ピング設定値は失われます。 不要反射マ ッ ピ ングの

設定を 初からや り なおす必要があ り ます。 

⇒

• " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002）
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整

（006）
• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力

（010）
• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力

（011）
• " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出

力 （012）
• " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分

（013）
• " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014）
• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 （015）
• " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 （016）
• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ "；レベル / アレージ（040）
• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

（041）

• " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザーの単位 （042）
• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ （052）
• " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " 現マ ッ プ距離 （054）
• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）
• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力値のし きい

（062）
• " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モード

（063）
• " ｺﾃｲﾃﾞﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ " ； 固定電流出力値

（064）
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065）
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値

（066）
• " ﾋｮｳｼﾞｹｲｼｷ " ； 表示形式 （094）
• " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5）
• " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロード モード

（0C8）
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11.5 機能 " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター
（0A4）

この機能でセ ッ ト ア ッ プのロ ッ ク / ロ ッ ク解除が行えます。

11.5.1 構成モー ドのロ ッ ク

プロ ソ ニ ッ クにはプロ ソ ニ ッ ク本体データ、 数値または工場出荷設定値の権限を も た
ない者によ る変更を防止する ための方法が 2 通 り 用意されています。

" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター （0A4） ：
HART バージ ョ ンには、 値 <> 100 （例 ： 99） も し く は <> PROFIBUS-PA バージ ョ ンに
は、 2457 （例 ： 2456） は、 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 （0A） 内の機能 " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター （0A4） で入力でき ます。 こ のロ ッ ク状態は の記
号で表示され、 表示デ ィ スプレ イ、 通信のいずれかで再び解除する こ と ができ ます。

ハー ド ウエアロ ッ ク ：
O、 Sおよび F キーを同時に押せばプロ ソ ニ ッ ク本体はロ ッ ク されます。 

このロ ッ ク状態は  の記号で表示され、 表示デ ィ スプレ イ上のみで再び解除が可能で

す。 その場合も う 一度 O 、 Sおよび F キーを同時に押し ます。 ハー ド ウ ェ ア ロ ッ ク を

通信で解除する こ と はできません。
プロ ソ ニ ッ ク本体がロ ッ ク状態であって も、 パラ メ ーターはすべて表示可能
です。

⇒

⇒

⇓ O、 Sおよび F を同時に押し ます。

⇓
ロ ッ ク シンボルが LCD に表示されます。
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11.5.2 構成モー ドのロ ッ ク解除

プロ ソ ニ ッ ク本体がロ ッ ク状態の と きにパラ メ ーターを変更し よ う と する と 、 ユー
ザーに対し て ロ ッ ク を解除する よ う 自動的に指示されます。

" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター （0A4） ：
表示デ ィ スプレ イ上または通信を介し て次のロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力し ます。

HART バージョンの場合 = 100
PROFIBUS-PA バージョンの場合 = 2457

プロ ソ ニ ッ クはロ ッ ク が解除されて操作可能と な り ます。

ハー ド ウ ェ アでのロ ッ ク解除 ：
O、 Sおよび F キーを同時に押せば、 ロ ッ ク解除パラ メ ーターの入力プロ ンプ ト が表
示されます。

HART バージョンの場合 = 100
PROFIBUS-PA バージョンの場合 = 2457

" 警告 !
例えばすべてのセンサー特性 と いった特別なパラ メ ーター変更は測定機器全般の多 く
の機能、 と り わけ測定精度に影響し ます。 通常の情況下で このよ う なパラ メ ーターを
変更する必要はな く 、 弊社のサービ ス部門のみが管理する特殊な コード で保護されて
います。 ご不明な点があれば弊社にご連絡 く だ さい。

11.6 機能 " ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 （0A5）

測定距離表示は、 機能 " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） で選択されます。

⇒ O、 Sおよび F を同時に押し ます。

⇓
ロ ッ ク解除コード を入力し、 Fで確定し て く だ

さい。

⇓

⇒
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11.7 機能 " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル （0A6）

測定距離レベル表示は、 機能 " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5） で選択されます。

11.8 機能 " ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ー
ター （0A8）

" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 （002）、 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾉ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）、
" ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ " ； プロセスコ ンデ ィ シ ョ ン （004） 内のアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ー
ターが変更されているか否かを表示し ます。
例えば " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 （058） が変更さ れていれば、
" ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター は " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済みを表
示し ます。

選択 ：
• " ﾐﾍﾝｺｳ " ； 未変更
• " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済み

⇒

" "
0A5

" "
0A6

⇒

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。
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12 機能グループ " ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システム
パラ メ ーター （0C）

12.1 機能 " ﾀｸﾞ no." ； タグ No. （0C0）

この機能で、 タ グ No. を選択し ます。

ユーザー入力 ：
• HART バージ ョ ン用に 16 文字の英数字が用意されています（8 文字は HART ユニバー

サルコマン ド用です）。
• PROFIBUS-PA 装置用に 32 文字の英数字が用意されています。

12.2 機能 "device tag" ； デバイス タグ No. （0C0）、 Foundation 
Fieldbus のみ

この機能は、 タ グ No. を表示し ます。

12.3 機能 "Profile Version" ； プロ フ ァ イルバージ ョ ン
（0C1）、 PROFIBUS-PA のみ

PA はこ の機能で表示されます （Profile 3.0）。

" 警告 !
この機能は、 PROFIBUS-PA 機器にのみ有効です !

12.4 機能 " ﾌﾟﾛﾄｺﾙ +sw-no." ； プロ ト コル +SW-No. （0C2）

この機能は、 プロ ト コル、 ハード ウ ェ アー、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ： Vxx.yy.zz.prot 
を表示し ます。

表示 ：
xx ： hw-version （ハード ウ ェ アバージ ョ ン）
yy ： sw-version （ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン）
zz ： sw-revision （ソ フ ト ウ ェ アレ ビジ ョ ン）
prot ： protocoll type （プロ ト コルタ イプ） （例 ： HART）

⇒

⇒

⇒

⇒
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12.5 機能 " ｼﾘｱﾙ no." ； シ リ アル No. （0C4）

この機能は、 機器の製造番号を表示し ます。

12.6 機能 "device id" ； デバイス ID （0C4）、 Foundation
Fieldbus のみ

この機能は、 機器の製造番号を表示し ます。

12.7 機能 " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 （0C5）

この機能で基本的な " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 を選択し ます。

選択 ：
• m
• ft
• mm
• inch

関係機能
m, mm ： " " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 （094） は "10 ｼﾝﾎｳ " ； 10 進法のみです。

以下のパラ メ ーターの単位が変わ り ます。
• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）
• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 （006）
• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 （015）
• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピ ングレ ンジ （052）
• " ｶｽﾀﾏｰ ﾀﾝｸ ﾏｯﾌﾟ " ； カ ス タマー ・ タ ン ク ・ マ ッ プ （055）
• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 （066）
• " ｿｸﾃｲｷｮﾘ " ； 測定距離 （0A5）
• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル （0A6）

⇒

⇒
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12.8 機能 " ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ " ； 温度単位 （0C6）

この機能では、 温度単位を選択し ます。

選択 ：
• °C
• °F

以下の機能の単位が変更されます。
• 機能 " ｿｸﾃｲ ｵﾝﾄﾞ " ； 測定温度 （030）
• 機能 "max. ｵﾝﾄﾞ ｹﾞﾝｶｲ ； max. 温度限界 （031）
• 機能 "max. ｿｸﾃｲ ｵﾝﾄﾞ " ； max. 測定温度 （032）

12.9 機能 " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウンロー ド モー ド （0C8）

このパラ メ ータは、 ToF Tool * も し く は Commuwinn II の設定がダウ ン ロード されてい
る間に機器に書き込まれる値を定義し ます。

選択 ：
• " ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ ﾉﾐ " ； パラ メ ータ のみ
• " ﾊﾟﾗ .+ ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ " ； パラ メ ータ + カ ス タマー ・ タ ン ク ・ マ ッ ピング
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾉﾐ " ； マ ッ ピングのみ

! 注意 !
このパラ メ ータは、 ToF Tool * 内では明白に述べてお り ません。 いろいろな可能性が
ダウ ン ロード ダ イ ア ロ グ内から選択でき ます。

* 準備中

⇒

⇒

⇒

⇓ 約 3 秒後、 次の メ ッ セージが表示されます。
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13 機能グループ "service" ； サービス （0D）

詳細は、 機能グループ "service" ； サービ ス "、 も し く は プロ ソ ニ ッ ク Ｍ サービ スマ
ニュ アル ： SM 10F 内のサービ ス メ ニューで説明されています。
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14 信号評価

14.1 " ﾊﾝｼｬﾊｹｲ " ； 反射波形

超音波イ ンパルスの反射には、 液体表面からの必要反射だけでな く 、 ノ イ ズ反射 （例
えば、 タ ン ク取付具や複数の反射からのもの） も含まれていません。 これらの反射を
特定するには、 反射の対数振幅と超音波イ ンパルスの飛行伝播時間のプロ ッ ト を作成
し ます。 こ のプロ ッ ト を、 反射波形 （ユンベロープカーブ） と 呼びます。

* 準備中

反射波形は、 機能グループ " ﾊﾝｼｬﾊｹｲ " ； 反射波形 （0E） で表示でき ます （53 ページ
を参照）。

ToF ツールの " 反射波形 " メ ニューで も、 反射波形を表示でき ます。

y

x
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14.2 ノ イズ反射の抑制 （タ ン クマ ッ ピング）

プロ ソ ニ ッ ク M で ノ イ ズ反射を抑制する と、 ノ イ ズ反射が誤って液面反射と解釈され
る こ と がな く な り ます。
ノ イ ズ反射抑制を実行するには、 し きい値 （TDT） に応じ て飛行伝播時間を読みこむ
必要があ り ます。 これを タ ン ク マ ッ ピング と も呼びます。
TDT 以下の反射波形の最大値はすべて、 信号評価手順によ って廃棄されます。

容器が空にな る可能性があ る場合は、 タ ン ク マ ッ ピングを書き込むこ と をお勧めし ま
す。 次に、 マ ッ ピングに液面反射以外のすべての反射が挿入されます。
プロ ソ ニ ッ ク M の設定中に容器が空にな る可能性がない場合は、 マ ッ ピングを実行す
る必要があ り ます。 この場合、 後で容器が空にな る可能性が出た場合、 マ ッ ピングの
書き込みを繰 り 返すこ と をお勧めし ます。

タ ン ク マ ッ ピ ングは、 機能グループ " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 （05） で書き込まれま
す。 機能 " ｾﾝﾀｸ " ； 選択 （050） でオプシ ョ ン " マ ッ ピング " を選択し ます。
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14.3 フ ローテ ィ ング ・ アベレージ ・ カーブ （FAC）

フ ローテ ィ ング ・ アベレージ ・ カーブ （FAC） 機能は、 ノ イ ズ反射抑制機能に似てい
ます。
主な相違点と し て、 タ ン ク マ ッ ピ ングは 1 度だけ書き込まれますが、 FAC は測定状況
の変化に合わせて継続的に自己調整されます。
この手順によ り 、 ノ イ ズ反射の変化 （例えば、 ビル ド ア ッ プによ り ） の補償が可能に
な り ます。
FAC は、 タ ン ク マ ッ ピング と は対照的に、 小さ な ノ イ ズ反射のみを読み込めます。
FAC は、 タ ン ク マ ッ プが非ア ク テ ィ ブであって も、 常に信号評価で使用されます。
反射波形では、 FAC と の距離が も遠い 大値が液面反射と し て解釈されます。
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15 ト ラ ブルシューテ ィ ング

15.1 システムエラー メ ッ セージ

現在のエ ラー
設定中または稼動中にプロ ソ ニ ッ ク M で発生し たエラーが、 以下で表示されます。
• 機能 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）
• 機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 （0A） の機能 " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエ ラー （0A0）

（ も優先度が高いエ ラーのみが表示されます。 複数のエラーが発生し た場合は、
または を押すこ と によ り 、 各エラー メ ッ セージ間を ス ク ロールでき ます）。

前回のエ ラー
前回のエラーは、機能グループ " ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 （0A） の機能 " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ "；前回のエ
ラー （0A1） に表示されます。 こ の表示は、 機能 " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエ ラー
の消去 （0A2） で削除でき ます。

エ ラーの種類

エラーの種類 記号 意味

ア ラーム （A）
連続点灯

出力信号は、機能 "output on alarm"；アラーム時の出力（010）によって設定

できる値を前提としています。

• 最大： 110%, 22mA
• 最小： -10%, 3.8mA
• ホールド： 前回の値が保持されている

• ユーザー固有の値

警告 （W）
点滅

機器は測定を継続し ます。 エラー メ ッ セージが表示されます。

ア ラーム / 警告

（E）
エラーがアラームとして動作するのか、警告として動作するのかを定義できます。
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エ ラーコー ド
コー ド エラーの説明

（表示）

対策

A101
A102
A110
A152
A160

ﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ： 
checksum error ： 
チェ ッ クサム ・ エ ラー。

リ セ ッ ト する。
リ セ ッ ト 後も ア ラームが表示される場合は、 電子モジ ュールを交換する。

W103
ｲﾆｼｬﾗｲｼﾞﾝｸﾞ ： 
initialising ： 
初期設定中。

数秒たって も メ ッ セージが消えない場合は、 電子モジ ュールを交換する。

A106
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾁｭｳ ： 
downloading ： 
ダ ウ ン ロー ド 中。

待機し て く だ さい。
ロー ド シーケン ス後、 メ ッ セージは消え る。

A111
A113
A114
A115
A121
A125
A155
A164
A171

ﾃﾞﾝｼﾌﾞﾋﾝｶﾞ ｺｼｮｳ ： 
electronics defect ：
電子部品が故障。

リ セ ッ ト する。
システムの EMC をチェ ッ ク し、 必要に応じ て改善処置を講じ る。
リ セ ッ ト 後も ア ラームが表示される場合は、 電子モジ ュールを交換する。

A116
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｴﾗｰ ： 
download error ： 
ダ ウ ン ロー ド ・ エ ラー。

接続をチェ ッ クする。
ダ ウ ン ロー ド を再開する。

W153
ｲﾆｼｬﾗｲｼﾞﾝｸﾞ ： 
initialising ： 
初期設定中。

数秒待つ。 それで も エ ラーが表示される場合は、 電源を一旦切ってから入れ直
す。

A231
ｾﾝｻ 1 ｶﾞ ｺｼｮｳ ： 
sensor defect ： 
センサが故障。

接続をチェ ッ クする。 必要に応じ て、 HF モジ ュールまたは電子モジ ュールを交
換する。

A281
ｵﾝﾄﾞｾﾝｻ ﾉ ｺｼｮｳ ： 
sensor defect ： 
温度センサの故障。

センサを交換する。

A502
ｾﾝｻﾀｲﾌﾟ ｶﾞ ｹﾝｼｭﾂｻﾚﾅｲ ： 
Sensor type not detected ： 
センサタ イプが検出されない。

センサまたは電子モジ ュールを交換する。

W511

ｺｳｼﾞｮｳ ｼｭｯｶｼﾞﾉ ｺｳｾｲﾁ ch1 ｶﾞ 
ﾅｲ ： 
no factory calibration ： 
工場出荷時の校正値がない。

工場出荷時の校正を実行する。

A512
ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾉ ｷﾛｸ ﾁｭｳ ：
recording of mapping ：
マ ッ ピ ングの記録中。

ア ラームが消え る まで数秒間待つ。

A521
ｱﾀﾗｼｲ ｾﾝｻﾀｲﾌﾟ ｦ ｹﾝｼｭﾂ ：
new sensor type detected ： 
新しいセンサタ イプを検出

リ セ ッ ト する。

W601

ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ch1 ﾉ ｶｰﾌﾞ ｶﾞ ﾀﾝﾁｮｳ 
ﾃﾞ ﾅｲ ： 
linearisation curve not monotone:
リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
カーブが単調でない

テーブルを修正する （単調増加テーブルを入力する）

W611

ch1=2 ﾂｲｼﾞｮｳ ﾉ ﾘﾆｱﾗｲｽﾞﾎﾟｲﾝﾄ 
ｦ ﾆｭｳﾘｮｸ ｼﾃﾅｲ ： 
less than 2 linearisation points:
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン
ト が 2 個未満

追加の値ペアを入力する。

W621
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ch1 ｶﾞ ON ： 
simulation on ： 
シ ミ ュ レーシ ョ ンが ON。

シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド をオフに切 り 替え る機能グループ ["output" ； 出力
（06）、 機能 "simulation" ； シ ミ ュ レーシ ョ ン （065） ]

E641
ch1 = ｼﾖｳ ｶﾉｳﾅﾊﾝｼｬ ｶﾞ ﾅｲ ： 
no usable echo ： 
使用可能な反射がない。

基本調整をチェ ッ クする （13 ページを参照）

E651

ﾚﾍﾞﾙ ｶﾞ ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘﾅｲ ﾆ 
ﾊｲｯﾃｲﾙ ：
level in safety distance - risk of 
overspill ： 
レベルが安全距離内に入って
いる。 - 溢れ出しの危険

エ ラーはレベルが安全距離外に下が り しだい消え る。 できれば、 ロ ッ ク を リ セ ッ
ト する。 機能グループ ["safety settings" ； 安全設定 （01）、 機能 "ackn.alarm" ； ア
ラームの確認 （017） ]

A661
ch1 ﾉ ｵﾝﾄﾞ ｶﾞﾀｶｽｷﾞﾙ ：
Sensor overtemperature ： センサ過熱。

A671
ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ch1 ｶﾞ ﾌｶﾝｾﾞﾝ ： 
Linearisation incomplete ： リ ニ
ア ラ イゼーシ ョ ン未完了。

リ ニア ラ イ ズテーブルを使用可能にする。

W681
ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ ch1 ｶﾞ ﾊﾝｲｶﾞｲ ：
current out of range ： 
電流が範囲内にない。

基本調整を実行する。
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンをチェ ッ クする。
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15.2 アプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 原因 対策

警告またはアラー

ムの発生。

設定により異なる。 エラーメッセージの表

（73 ページ参照）。

1. エラーメッセージの表

（73 ページ参照）。

" ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値

（00） が不正。

" ｿｸﾃｲﾁ "；測定距離

（008）は

正しいか？

yes → 1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空（0%）調整（005）
および " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ "；満タン（ス

パン）調整（006）をチェックす

る。

2. " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライズを

チェックする。

→ " ﾚﾍﾞﾙ/ｱﾚｰｼﾞ "；レベル /アレージ

（040）
→"max. ｽｹｰﾙ "； 最大スケール (046）
→ " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ "；容器直径（047）
→ テーブルのチェック

no ↓
測定は外筒管または

内筒管内か ?
yes → 1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状（002）

に " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ "；外筒管または

" ﾅｲﾄｳｶﾝ "；内筒管を選択したか ?
2. " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ "；パイプ直径（007）

は正しいか ?
no ↓

ノイズ反射検知の

可能性があるか ?
yes → 1. タンクマッピングを行う。

→ " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "；基本設定（00）

充填、 排出時にも

かかわらず測定値

が不変

ノイズ反射は設置、

ノズルまたはセンサ

膜上の推積物からの

ものか？

1. タンク内の不要反射マッピングを

行う。

→ " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "；基本設定（00）
2. 必要に応じ、センサのクリーニン

グを行う。

3. 必要に応じ、設置位置を変更する。

20 mA/100%F m/ft

E m/ft
4 mA/0% t →

D
 m

/ft
 (0

08
)

20 mA/100%

4 mA/0% t →
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エラー 出力 原因 対策

液面が静穏でない

と き （例えば充填、

排出、 攪拌機の動

作時）、 測定値のレ

ベルが散発的に高

く なる。

荒れた液面による信

号の減衰 — ノイズ反

射の増大。

1. タンク内の不要反射マッピングを

行う。

→ " ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "；基本設定

2. " ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ "；プロセスコン

デション（004）を
" ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ "；静穏な液面 "
または
" ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ "；攪拌機使用 " に設

定する。

3. " ｼｭﾂﾘｮｸｾｷﾌﾞﾝ "；積分出力（058）
を強める。

4. 必要に応じ、設置位置を変更およ

びセンササイズを大きくする。

充填 / 排出時、

測定値が急降下

する。

複合ノイズ反射 yes → 1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状（002）、
例えば " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀﾃﾝｼﾞｮｳ "；ドーム状

の天井または " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "； 枕タン

クをチェックする。

2. " ﾌｶﾝﾁ ｷｮﾘ "；不感知距離（059）の

範囲では反射の測定ができない。

→ 設定値を合わせる

3. 可能であれば、設置に中央部の選

択を避ける。

4. 可能であれば、内筒管 / 反射ガイ

ドパイプで解決する。

E 641 （反射の

消滅）

液面反射が弱すぎる。

原因

• 充填 / 排出で液面

が荒れている。

• 攪拌機が動作中。

• 気泡。

• センサが液体表面

に対して平行では

ない。

yes → 1. アプリケーションパラメーター

（002）、（003）および（004）を

チェックする。

2. 必要に応じ、設置位置を変更およ

び / またセンササイズを大きく

する。

3. センサを液体表面に対して平行に

する（特にバルク固体用途）。

20 mA/100%

4 mA/0% t →

20 mA/100%

4 mA/0% t →

20 mA/100%

4 mA/0% t →

20 mA/100%

E 641

4 mA/0% t →
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市中央区姥ヶ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036  東京都府中市日新町5-70-3

Tel. 042(314)1921　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

03.10/ 広報宣伝

BA 240F/08/ja/05.02
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス課サービスデスク
〒183-0036  東京都府中市日新町5-70-2

Tel. 042(314)1919　Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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